
ビールの里　次世代ホップ農家　募集人数：4名

【プロジェクト概要】

　ビールの味の決め手といわれる、ホップ。岩手県遠野市は日
本随一のホップ生産地として、60 年にわたりホップ栽培を続け
てきました。美しい里山の中で高く育つホップのグリーンカーテ
ンや、その収穫作業風景は遠野の夏の風物詩です。
しかし、ホップを栽培する農家数の減少によって、その景色も
少しずつ失われているのが現状です。遠野市のホップ生産量・
生産面積は、ピーク時から６分の１以上も減少しています。

　そこで、遠野市では「ビールの里構想」を進めています。日
本産ホップの持続可能な生産体制の確立を通じて、地域活性化
を目指し、ホップの魅力を最大限に活用しながら、官民一体となっ
て未来のまちづくりに取り組むものです。
　近年、この取り組みが遠野のまちに活気をもたらしています。
毎年８月に開催される「遠野ホップ収穫祭」のほか、市内のホッ
プ畑や醸造所を巡る「遠野ビアツアーズ」には多くの参加者が
集まっています。遠野市にとって、ホップはひとつの農産物とい
うだけにとどまらない、大きな可能性を秘めているのです。

　今回募集する次世代ホップ農家は、「良質な遠野産ホップの
安定供給」という面でビールの里構想の骨子を支えます。遠野
市では、少しずつ新規就農者が増えはじめており、新規就農者
のホップ生産量は遠野市のホップ生産量の３分の１以上を占める
までになりました。ベテラン農家や若手農家は、栽培技術を惜
しみなく伝え、ホップ農家として独立できるよう支えてくれていま
す。

　持続可能な生産体制の実現のためには、面積あたりの収穫
量の増加、機械や施設の更新、畑の集約など様々な課題があり
ます。農家としてホップを栽培するだけでなく、これらの課題解
決に一緒に取り組みたいと考えています。

　近年、日本産ホップやホップ生産地の遠野市が注目されはじ
めてきています。私たちは遠野市でのホップ生産量をさらに増や
し、持続可能なホップ栽培を進めていくために、次世代を担うホッ
プ農家を募集します。ホップ栽培を軸にしながら、一緒に新しい
産業をつくり、まちを盛り上げていきましょう。

【パートナー】

〇田村淳一（株式会社BrewGood 代表取締役）
　和歌山県田辺市出身。立命館大学法学部卒業後、新卒で
株式会社リクルートに入社。リクルートでは住宅関連の新規事
業の立ち上げや法人営業を担当。2016 年に退職し岩手県遠野
市に移住。2017 年には仲間と株式会社遠野醸造を設立し、翌
年春にビール醸造所兼レストランを開業。ホップ栽培現場の課題
解決、ホップとビールによるまちづくりの推進、新たな産業創出
のため 2018 年に株式会社 BrewGood を創業。遠野ホップ収
穫祭実行委員長。

〇神山拓郎（遠野アグリサポート代表／地域おこし協力隊）
　ビールの魅力を多くの人と共有するために活動。2012 年か
ら9 年掛けて日本全国の醸造所、生産者を訪ね歩き、2020 年
からはビール醸造・ホップの栽培に従事。現在はホップ栽培コー
ディネーターとして、栽培現場を通してビールの魅力を伝える環
境づくりの整備に取り組む。

〇村上敦司（株式会社BrewGood プロジェクトアドバイザー）
　岩手県紫波郡紫波町出身。岩手大学農学部農学研究科修

了後、1988年にキリンビール入社。ホップの品種改良に携わり、
「一番搾り　とれたてホップ生ビール」などを開発する。2000
年にホップの研究で農学博士号を取得し、2010 年には、世界
で６人しかいないドイツホップ研究協会の技術アドバイザーに就
任。2020 年にキリンビールを退職。現在は、キリンホールディ
ングス　飲料未来研究所技術アドバイザーとして、引き続き日本
産ホップの研究・振興に関わる。

【求める人物】

・農家としてホップの生産に取り組める方
・ホップの価値を最大限活かした企画やイベントにも取組める方
・ホップ生産現場の課題解決を一緒に挑戦できる方
※農業の経験は問いません

【ミッション/ ロードマップ】

１年目～２年目：既存農家のもとで栽培技術を学ぶ研修
３年目：研修を進めながら独立に向けた準備
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